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令和４年度あきる野市スポーツ推進審議会（第２回）議事要旨

開催日時 令和４年９月２０日（火）午後７時～９時

開催場所 あきる野市役所 ２階 ２０１会議室

出 席 者 江川委員、吉田委員、町田委員、金綱委員、菱田委員、伊東委員、高岸委員、

森本(幸)委員、森本(久)委員

事 務 局 佐藤生涯学習担当部長、高橋スポーツ推進課長、小林スポーツ推進係長、

スポーツ推進係、山口

１ 開 会 高橋スポーツ推進課長

２ 挨 拶 江川会長

３ 議 題

（１）第２次あきる野市スポーツ推進計画（素案）について

（会長） それでは早速ですけれども、第 2回、第 2次スポーツ推進計画の素案について、皆

さんに、よく議論していただきたいと思っています。資料は事前にお配りしています

ので、もう一度ご確認いただきながら進めたいと思います。それでは事務局より説明

願います。

（事務局） それではまず初めに、第 2次スポーツ推進計画（素案）の説明の前に市民アンケー

ト集計の算定方法の修正についてご説明させていただきます。お配りしました資料 1

をご覧ください。第 2次スポーツ推進計画の策定に当たりまして、これまで公表して

きた、令和 3年度成人の週 1回以上のスポーツ実施率の算定にあたって、16 歳から

19歳までのスポーツ実施状況が含まれていることが判明いたしました。また、有効

回答として、属性、年齢、性別、地区が不明なものや、無回答者についても、実施率

の算定にあたり、母数に含め算定していたことが判明いたしました。この点につきま

して、江川会長の方からもご指摘をいただいております。今回の会議資料 1として配

付している資料は、これらの修正点及び変更点を踏まえ、改めて仮に算定したもので

あります。この変更等につきまして、ご意見等がありましたらお願いしたいと思いま

す。なお、東京都や国の算定方法では、属性が不明なものや、無回答者については、

母数に含めていないということを、会長の方からも伺っております。以上になります。

（会長） ご説明ありがとうございました。ご質問、ご意見など、ございましたらよろしくお

願いします。手短に補足をいたしますと、国の調査がインターネット調査に変わるん

です。なので、我々の次期計画も今後より若い方とか、それから障害を持ってるから、

紙では難しいとか、前回議論がありました。点字の質問集を用意するのかどうか、そ

れから、音みたいな読み上げ、インターネットになると、読み上げもできますし、そ

れから視覚だけじゃなくて、聴覚、知的いろいろありますので、これからより良くな

るところも期待できますが、従来の紙という連続性が変わってきますので、そういっ

たところ、国の動向が変わってくると思います。特にご意見等ございませんか。

それでは次に進めさせていただきます。
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それでは第 2次計画の素案についてお願いします。

（事務局） 事前に配布しております第 2次スポーツ推進課計画(素案)をご覧ください。第 1回

スポーツ審議会において、第 2次スポーツ推進計画の基本目標について、委員の皆様

からいただきましたご意見等、踏まえて、計画素案を作成させていただきました。計

画の構成といたしましては、第 2次計画も第 1次計画と同様に 5章立てで、構成して

おりますが、各章の内容を一部変更しております。なお、現計画と第 2次計画（素

案）の背景の比較につきましては資料 2の通りでございます。第 1章につきましては、

第 1次計画と基本的には同様としておりますが、第 2次計画では計画策定の経過、計

画の位置付け、計画期間、本計画におけるスポーツの定義のみとし、第 1次計画の第

1章にあった、基本理念を基本目標、数値目標と合わせ、第 3章、基本理念、目標に

従事することとしております。第 2章につきましては、第 1次計画同様に市を取り巻

く現状等、記述し、これに第 1次計画の体系、進捗状況を追加するとともに、第 1次

計画では第 3章で記述しておりました課題の整理と、計画の方向性も合わせて記述す

ることとしております。第 3章につきましては、第 1次計画では課題の整理と計画の

方向性、数値目標、基本目標まで記述しておりましたが、第 2次計画では、課題の整

理や計画の方向性は、第 2章で記述し、第 3章では、基本理念、基本目標、数値目標

のみを記述することとしております。第 4章につきましては、第 1次計画同様に、第

2次計画においても、具体的施策の展開とし、基本目標ごとの施策の方向性を記述し

ております。なお、第 1次計画では、具体的な事業まで記述しておりましたが、年度

により実施する事業が異なることがあることから、第 2次計画では具体的な事業まで

は記述せず、する、みる、ささえるの視点を含め、方向性のみの記述としております。

毎年度の施策の評価に当たりましては、各年度ごとに、基本目標に繋がる各課の事業

を選定し、その取り組み内容を検証していくこととしたいと考えております。最後に、

第 5章につきましては、第 1次計画と同時に、計画の推進に向けた記述とすることと

しております。第 2次スポーツ推進計画素案の概要についての説明は以上となります。

（会長） ありがとうございました。第 1次現行計画策定から第 1次が終わりに向かってます

けれども、第 2次ということですので、また今後、新しい課題も含め、ご提案をいた

だきました。皆様方からのご意見を是非いただきたいと思います。資料 2が、比較と

いうことでわかりやすいかもしれませんが、もし、お手元に現行計画がないようでし

たら、見たいという事があれば、言っていただけたらと。

（事務局） 第 5章のところの資料 2のですね、比較表のところなんですけれども、計画の推進

ということだけで、今、比較表の方は記述させていただいていますが、当然、推進委

員さんの要望でありますとか、そういった関係ですとか、そういったものは記載して

いきますのでよろしくお願いします。

（会長） スタートの時は、あきる野市の人口 8万人と思っていて、少しずつ減っているんで

すけれども、7万 5 千人が見え始めていて、少し頑張れば、また、上がってくるかな。

それが急に減ったりとかはないですけど。このコロナ禍でいろいろ問題が出ましたけ

れども、それでも、そこそこの規模がキープできているのかなと。あきる野市はたぶ

ん東京都とだいたい同じかなと思ったらそうでもないので、全国、日本の平均ぐらい。

計算し直したら、東京都の 70％というのが、当時の知事のスタートで、すごい上の

目標でしたけど、まだまだ頑張らなければいけないという段階にいますが、そんなに

悪くはないのかな。資料 2以外でも何かございましたら。部活の話が聞けたというこ

とであれば、外部指導員や学校絡みの事も今後、審議していかないといけないのかと

思う。
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（委員） 数字の訂正をお願いしたいところがありまして、27 ページの総合型地域スポーツ

クラブ数などの推移というところなのですけど。平成 25 年と令和 4年の数字の比較

になってるじゃないですか、会員数が。アスポルト、令和 4年の方は 462 名の約 460

人で正しかったんですけど。平成 25 年 3 月は 496 人なんですよ。約にすると 500 人。

たまたま同じ数字になっているので、あれと思って。

（事務局） ありがとうございます。約 500 人ということで。はい。申し訳ありません。

（委員） 37 ページの実績値が、ここも、変わってくるということですよね。

（事務局） はい。51.2％から 59.3％。アンケートの方で使わせていただいています数字のと

ころが、先程、誤りがあったり、変更点があるというところで、今、その修正前の形

で、これを発送させていただいておりますので、次回の会議までには、その辺は全部

修正したもので、改めてアンケート結果等につきましては、お示しさせていただきた

いというふうに考えております。申し訳ありません。

（委員） あと 36ページですけど、おそらくこの改行ミスかなと思った所があって、基本目

標 4のタイトルの下の所ですね。｢市民がスポーツへの関心を高め｣が一行目に入って、

次です。

（会長） 今、ちょうど、36 ページを見ていると思うのですが、「生かした」について是非

意見をいただきたいのですが、ここ｢生きる｣になっているんですけど、資料 2の方は、

ひらがなになっています。現行は｢さんずいの活かした｣、はい。どれでも、それぞれ

良さがあると思うのですが、我々の計画なので、どれでもいいよという意見を含めて

どうでしょうか。

（委員） 37 ページの基本目標 5、スポーツに親しめる場の提供というところ、私、何回も

読んでみたんですけれども。既存施設の整備、充実、それから指定管理をしていると

ころの多様なニーズ。それから秋留台公園と書いてあるのですが。いろいろスポーツ

協会に問い合わせがあったりするんですが、昨年度のオリンピックで話題になったス

ケボーとかボルタリング、ＢＭＸとか、そういうものの施設は「あきる野市にはない

のですか」と聞かれる事があります。すぐに出来るとは思わないのですが、この基本

目標の中に、ニュースポーツというのかな、新しいスポーツに対する施設を将来考え

ていくという文言があっても良いのかな。

（事務局） ご指摘のように、いわゆるアーバンススポーツというものだと思うんですけれども、

その記述は確かに、今、素案の中には、まったく記述をしておりませんので、施設の

所になるのか、ほかの事業の方になるのか、その辺もあると思いますが、そういっ

たものの記述をした方が良いという事であれば、その辺の方も事務局(案)として、

次回、提案をさせていただきたいと思います。

（委員） 私としては、是非、入れてもらいたいな。今、思いつくのは、ボルダリング、スケ

ートボード、ＢＭＸ、他にもあるかもしれないけれども、新しく若者がやる場が、八

王子には出来てて、みんなはそっちに行っている。何か将来、すぐには出来るとは思

わないですけれども、将来目標のなかにこのくらいは、入れておいてもらいたいな。

（委員） 都立五日市高校はボルダリングの施設がありますよね。一般公開されている時もあ

ります。

（会長） 少し基本目標 3と基本目標 5というのが、わかるようでわからない。施設の事なの

か、環境の事なのか、今の事もそうですが、ボルダリングの壁をつくるのか。それと

も五日市高校にあるので、使いやすく、もう少しお知らせをしたりとか、それからみ

んなでやるイベントを企画するとか、そのものをうまく使うという事なのか、新たに

作るということは違うと思うので、例えば基本目標 3というのが、環境構築というこ
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とであれば、施設整備というよりは、今、委員が、おっしゃったような、いろんなこ

とをこれから盛り込んでいきましょう、ということかもしれませんですよね。5の方

がどちらかというと、施設かもしれない、少し基本目標 3と基本目標 5が似てるけど

何か違うのかな。第 1期は、その部分が、むしろはっきりしていて、施設は施設で、

道路、公園とかとはっきりしていたんですけど。もし委員の皆さんが、思いつきまし

たら。街中で勝手にやるのありますよね。飛んだり、走ったり、パルクール。ルピア

の前とかでやっていたら、あれもスポーツですよね。別に施設を作るというわけでも

なく、山でも川でも、別に良いわけですよね。どこでもできるような、そういうもの

だと、施設じゃなくて環境でも良いのではないか。そんなきっかけから、皆さん、ご

発言をたくさんしていただきたい。

（委員） 先程の話に一つだけ戻らせてもらって、そのあと意見を言わせていただきたいと思

います。43 ページの「ささえる」人材育成のところで、確認ですが、「スポーツ推

進委員」だと思っていたが、「スポーツ推進員」とあります。「推進委員」が正しい

のかどうか右側の概要ところも。

（事務局） 委員の｢委｣の字が、抜けていると思います。

（委員） はい、良かったです。そのあと意見として、基本目標 4のところで、市の特性を生

かした、スポーツ推進というタイトルになっていて、市の特性を生かす特性が、文言

を読むと、豊かな自然環境を生かしたというふうに説明があったので、「特性＝豊か

な自然環境」というふうに、解釈をさせていただいて考えたときに、「する」の部分

の具体策が、基本的に、ウォーキング 1点なんですよね。これはあえて１点に絞って

第 2次の目標とされたのか、他にもリバートレッキングとかトレイルランニングとか

マウンテンバイクとか、あきる野市内でやってる方、マウンテンバイクは時々すれ違

いますが、菅生の方から二ツ塚の方、北側ですね。あと、トレイルランニングですね、

五日市駅を起点にして結構たくさんの方々が、「ハセツネカップ」という大会があっ

て、日本でも有数の大会が、あきる野市がスタート、フィニッシュ地点になったりす

るので、結構、走りに来る方も多いし、知っている方だと、そのために五日市に引っ

越してきたという方もいるので、この辺は、どうなのだろうと。「あきる野サマーチ

ャレンジ」があるじゃないですか。それは、ウォーキングだけど、川遊びでジャケッ

トを着て、ヘルメットをかぶって、明らかにリバートレッキングと言って良いのも、

実際、あきる野市の企画としても、実現されているものもあったりするので、ウォー

キング 1点なのか、それとも、こういったものを載せることで、市としては、こうい

うものをしっかりと認知しているという形で、そういったグループとかが、もっと広

がるようなサポートも、もしかしたら、何れできるかもしれないとか、というところ

だったりが、この報告 4で気になったところです。

（事務局） ウォーキング一本に絞ったということではなくて、私の方でも、先程、ご紹介いた

だいたリバートレッキングでありますとか、そういったものを、状況が把握できてい

ないということもありましたので、今、そういったご指摘をいただきましたので、少

し前の状況等を確認をさせていただきながら、より多くのメニューといいますか、そ

ういうアピールできるということに繋がりそうですので、その辺の方を検討をして、

また、次回提案させていただきたいと思います。

（委員） 今、自然を利用したもので意見がでていると思うんですけど、今の登山道は一応、

地図にも書いてあるもので、地主さんが全部いると思うんですよね。地主さんがいて、

そこは、もう通っても歴史上問題ないとは思います。ただしですね、今、マウンテン

バイクのＢＭＩとか、もしやるとすると、実は山の中は全部所有者がいます。そのた
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め、今、全部封鎖されています、入れないようにしています。それはオートバイで行

くもんですから、激しく山を傷めつけるということで入れない。という事は、マウン

テンバイクなどで自然の中に入り込もうとすれば、そういう問題は起きている。当然、

勝手に山に行って、山のコースを作るというのは、あくまでも所有者が物好きで、ど

うぞ使ってください、というならば良いですけれども、そうでなかったら、まず無理

ですよね。これは川の問題もあります。リバートレッキングは、昔、自然人レースだ

ったんですよ。五日市を出発して十里木から飛んで帰って来る。あれも釣り人からす

ると、漁協との関係で、6月、7月にやられたらたまらないですよ。鮎釣りの一番シ

ーズンのとき。そうすると、川を利用するのは 10 月以降とか 11月以降、寒い時期に

なってしまう。そういういろんな事を開いた場合は、相手がいるということを考えな

いといけないですよね。そのため、施設を広げるということは、かなり難しい状況に

入っているのではないか。逆に一番簡単なのは、今ある既存の中に入れ込んでしまう。

だから、ボルダリングもおそらく柔道場か何かに作ってあげれば、下は畳ですから。

安全面も確保できる。ただ高さはできません。そんな高度なものを作らなければ 5ｍ、

6ｍぐらいであれば、柔道場でできる。ボルタリングだったらできる。実際に他の体

育館で、ボルダリングの設備がある所があります。そういう所だったら、既存の中に

入れ込んでしまえば良い。それからマウンテンバイクにしても、山の中に縛らなけれ

ば、秋川体育館前の東屋に残土があれば、あれだけ広さがあれば、コースを作ってあ

げて、あれだけでも十分マウンテンバイクのコースは出来ますね。そういうことを考

えていかないと、声を出しても、実現が難しくなると思う。奥多摩では今、カヌーを

よく取り組んでいます。秋川でカヌー、取り組めないかと私は思います。昔は、網代

の辺は、深くてボート場があったくらい。そこは漁協と東京都の関係でいろんなこと

をやってあげたら、網代の辺は、昔のボート場の様に改善でき、国土交通省の方に関

係あると思いますけど、できればあそこでカヌーとかも、コース設定できますよね。

そういうことを考えればいいと思うんですけど、だから、難しい壁があるのか、既存

の市の中の体育施設の中をうまく使っていくのが、他のスポーツを取り組み、丁度い

いんじゃないかと。以上です。

（委員） 45 ページ、既存のスポーツ施設の整備、充実の中で、他のスポーツをする機会の

充実、主な取り組みも市立のスポーツ施設等の管理規制があってですね。概要で、

「管理計画だとか個別施設計画に基づいて」と書いてあっても、市民が見たときに、

すごくわかりにくいですよね。新しく今度市長になられた方も、市のスポーツ施設が

老朽化していると、何とかしなきゃいけない。先程お話があったように、そういう具

体的な話も出てきているんだよね。今後の 2次の計画の中では、特にこういう施設に

ついて、改善してくるんだみたいな部分で、この記述のところにあればわかりやすい

のかなという気がするんですよね。これは見たことない人がほとんどだと思うんです

けれども計画については。これは全部お金が絡むので、年次的に、これをどうやるん

だとか細かいことをやっぱりやっていかないと実現化しないんですよ。課題が残って

て。表現の仕方で何かできないかな。それから、その下の学校施設の開放についても

ね、全く今の小中学校の校庭及び体育館の計画的な整備を行いとあるんだけど、具体

的に何をどうしていくのよと。そんなわかんないでしょ、これだと。下のモニタリン

グ云々もそうだし、もう少し、受け入れやすいような表現ができないかなと感じてい

ます。

（会長） 例えば学校開放も利用者はシビアですから、増えるのか減るのかとか、チャンスが

広がることを喜びますけれども、使っていないとわからない。都立の公園なのか、市
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立の公園なのか、利用者はわかりませんから。ただ公園と思っているだけで。だから

何でなくなっちゃったとかということであれば、今いう数値目標、それから、基本計

画というところにきちんとモニタリングするという記述があるんですけど、その主体

はどこなのかということがまったくない。例えば、今の環境整備にしても、都立は

我々はできないんですけど、例えば一つでも何か連携したとか、そういう着手したの

かというのは、計画の中ではできるはずでしょうし、また、秋留台公園を無視して、

いろいろなイベントはできませんから、そういったときに、なんかうまく一緒にやっ

ていくというようなことは、計画を盛り込んで、次の期間中に実現するとかしないと

かというのが、計画ですから、しないことには、やらないになりますので。1年目に

いきなりできることはほとんどないけれども、計画の終わりの時期に、きちんとそれ

が進んだかどうかをチェックするという仕組みも第 5章で、これから追加されると思

いますけれども、そういったものを数字として出していくっていうことが、今ご指摘

いただいたことかなと。

（委員） この 1章から 5章の中に入っていないですけど、これは入れられないかという意見

があります。第 3期スポーツ基本計画で、国の方で出している 12 の施策というのが

あって、今回のあきる野市の施策も、第 3期スポーツ基本計画も結構踏襲していると

いうところなので、前回の会議でも、少し申し上げたのですが、国の基本計画の 12

の施策、11 項目に「スポーツを実施するものの安全安心の確保」というタイトルが

あるんですね。どういうことかと読んでいくと、暴力や不適切な指導者の根絶に向け

た指導者養成研修の実施という文言が入っているんですね。概要でも入っていたんで

すけど。私が見てる限り、やはりちょっと危険なというか、暴力はなかなか見かけま

せんけど、暴言に関しては日常茶飯事だったり、やっていることが実際暴力と変わら

ないんじゃないか。スポーツはフィジカル的な要素があるので、一歩間違うと、そう

いう方向に貢献してしまったり、指導者もそういったところのメンタルコントロール

のスキルとかも、やらなきゃいけないですけど、結構危ういこともやられている方は

いるので、国もこうやって出してる以上、地域行政も、こういうことにも取り組む研

修会の開催だとか、そういうところからになると思うんですけど。団体の活動の指導

方針とかは、手、口に出すことはできないのはわかるんですけど、国が明確にここま

で出している以上。以前は許されていた、いわゆる昭和だよねという感じ。そこのと

ころは駄目ですよと、なぜ駄目なのかとか、そこら辺をきちんと、ガイダンスをして

いくというか、そういったものを、入れていくことが、スポーツ庁の計画にも踏襲し

ているのかなというふうに思いまして、是非入れていただけたらなっていう思いです。

（事務局） その辺を私どもも踏まえてですね、43 ページ。基本目標 3はですね。スポーツを

「ささえる」人材の育成について、2番目の四角の中でですね、「地域スポーツ指導

者の育成と資質の向上」というところの、概要の後段のところ、そういった国の動き

を意識しまして、記述の方は入れさせていただいているところでございます。これで

足りないよとかもっと出したほうがいいよというご意見があれば、その辺について検

討させていただきたいと思います。

（会長） 「する」、「みる」、「ささえる」だと今のはどこになりますか。そういう市民の

方がわかるみたいな指導を受ける、指導するとかというのを経験してると、その世界

が見れるでしょうけど、そういうスポーツとかあまり関わらない、子どもがいないと

か、今、10 年前に、この計画がターゲットにしていなかった子どもたちが、成人に

なりました。子どもは減ってきています。だから、そういう人たちが、今後、今の指

導を受けたりとか、だから「ささえる」なんですよね。そういったことを考えたとき
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に、支える人たちがやっぱり変だと、今の指摘だと、そこを結構柱にしてもいいかも

しれないですよね。従来のやり方を否定するわけではなく、やっぱり変えていかなき

ゃいけない。それが計画に織り込まれていれば、例えばその暴力みたいなことは、ど

の人も反対です。現実現場でいろいろ起きている問題を、我々も無視していないよと

いう、スタンスだと思う。いろんな立場で見ていくということが、抑止されるという

か、そういう人を積極的に育んでいく。いずれは「する」。そんな感じでよろしいで

すか。

（委員） 私の個人的な意見なんですけど、44 ページ。先ほど皆様から意見ありましたとこ

ろで、市の特性を生かした、豊かな自然を生かしましょう、というのがメインだと思

います。私もトレイルランニングをかじりつつあって、いろいろどんなコースがある

か自分の足で、探しに行っているんですけど、あきる野市は面白い所がたくさんある

んですね。そういうのは、例えば紹介されているのかなと思って、資料を見ていると、

トレッキングコースの紹介が第 1次計画に入っているんですけど、これって実際紹介

されてるんですかね。

（事務局） トレッキングは、観光の方の部門で｢歩きたくなるまち、あきる野｣というところを

推し進めておりまして、そこでトレッキングと言いますか、自然を生かした見所は、

こんな所があるよ、みたいなコース紹介は観光の方で行っているということはありま

す。

（委員） わかりました。スポーツに絡めて紹介をしていくと、もう少し幅が広がるかなと。

（会長） その辺も確かに、情報発信というか、それも含めて。観光課とコラボするともっと

良いのかなという気がします。市外からもそうですし、市民が外に行くということも

含めてまた帰ってきて、身近にできるということも良いと思います。

（委員） 40 ページなんですけども。上段の方の部活動の地域移行というのがあって、これ

もわかりにくい。何を言っているのかなというのがね、地域における新たなスポーツ

環境の在り方と、その構築方法等を検討しますというのは、何をどうするのか。だか

ら、部活の外部指導と関連してくるんですよ。さっき言った指導者の在り方みたいな

部分を、外部指導員を今度、導入した時に必ずその指導方法だとか、そういった部分

が問われるんですよ。だからそういう意味で、研修の場を設けて、適切な指導ができ

るようにするとか、具体的な表現にしていけば、ある程度市民にはわかると思う。ま

ず、部活で一番大事なところなんですよ。例えば何かの競技ができるから、その競技

ができる人にというだけでは収まらないんですよね。教育の一環でもあるので、その

部分を担うという観点からすると。教育的な視点も必要だし、だから簡単じゃないん

ですよね。

（会長） そういう点ではですね、現行計画の方が具体的な記述が多い。例えば、市の特性を

生かしたといっても、全部現行計画に書いてあります。アウトドアスポーツとかあが

っている。だから、全体のコメントを最後にしようと思ったのですけれども、見る人

が見るとわかるような計画になってしまっていて、逆に言うと、今日この議論で我々

が関われないのは、行政文章になって、市民参加で、計画策定したはずなんだけど、

半分くらいの委員の方は作った時からのメンバーなので覚えていらっしゃるところで

すけど。多少、粗い所があったり、抜けがあるけれども、自分たちで作ったという計

画なので、結構、思い入れが強かったりとかしているんですけど。綺麗にできた反面、

大分省かれて資料を見るとわかるが、スリムになって、わかりやすいんだったら良い

んですけど、スリムになって逆に抽象的になっていったために、わかりづらくなって、

遠ざかる。この間にいろんなことが起きていたのだけども、具体的なことを委員の
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方々から、むしろ、ご提案いただいて表現とか、さっきの改良だけじゃなくて、いろ

いろと重なってるから、いろんな表記のズレがあるんですけども、そういう形式的な

こと以外で、是非、それぞれの立場と関心を、それと意見を出すという場を作りたい

なと思って。どうですか、皆様方、今日、たぶん読み込むのが、精一杯かなという気

がするので。ただ、もともとの計画で、10 月にですね、前年度ですけど。計画策定

のスケジュールが決まっていまして、令和 5年スタートですので、今 9月末なんです

けど。10月ぐらいには確定しなければいけないので、あまり具体的といっても、全

部ひっくり返るということはないんですが、現実的な範囲で今の外部指導員の問題で

あるとか、それから施設とか環境の事だとか。既存のものをどういうふうに、取り組

みまとめていくのかと。それから表現の上では、審議する我々が審議できないという

のは、避けなければいけない。やっぱりわかりづらいというのがあるというご指摘だ

とすれば、それはもう少し具体的に、表現になっていくとわかりやすいのか。そうい

う気がします。是非、ご意見をいただきたい。ピンポイントで小さい事でも聞きたい

事でも良いですし、全体の感想でも良いです。

（委員） 32 ページで、公立体育施設の状況を見るとあきる野市は、人口の割合でいうとい

ろいろな施設があって、すごい恵まれている所と改めて知った。こういうのはもっと

アピールできるポイントじゃないかな。あと、ゲートボール場がないですけど、皆さ

んいろんな場所で、ゲートボールをしているんですけど、ゲートボール場じゃないん

ですか。

（事務局） 公立のスポーツ施設というところで、この部分に載ってる項目になっているかと思

います。お話があったゲートボール場ですが、公園ですとか広場、そういった施設で

管轄する部署が分かれております。市内には、そのような場所が幾つかあるのではな

いかと思うんですけど。

（会長） わかりにくいですよね。都立の施設だからわからないと同じですけれども。ゲート

ボールはみんなスティックを持っていたりするのに、ここにはできる施設がないとい

うのは違和感がありますけど。

（委員） 今は、グラウンドゴルフがすごいですよね。ゲートボールはちょっと控えめになっ

ていますかね。

（委員） 同じような場所で同じような使い方で、グランドゴルフもされるんですか。全くも

って違う作りなんですか。

（委員） 多目的運動広場、これです。これを使ってやっていますね。

（事務局） 油平の所は、公園の扱いです。

（会長） だから、わかりづらいですよね。

（委員） この表は、他の市も一緒に統一されたものだからいじりにくいですよね。

（会長） この表にないものが、あきる野市らしさというのであれば、例えば、グラウンドゴ

ルフは、平である必要はないですよね、ゲートボールは競技の特性上、平じゃなきゃ

駄目ですけど。という事は、先程の私有地の自転車が入れる、入れないとかもそうで

すし、街角でできる、できないで言えば、公立だからとか、そういう訳ではないので。

こういう一覧があって、先程の委員の意見じゃないですけど、こちらも、情報発信し

ないとわからないですよね。だから、観光課である企画とか、スポーツ推進課でウォ

ーキングを推奨しますとかじゃなくて、歩いているのが一番なので、そういう意味で

は、こういう報告書もわかりやすくする、一つの方法かもしれません。

（委員） 自分の中で障がい者スポーツ、ここにも障がい者と 16 ページにありますけど、関

心が低い。パーセントをみると本当に低い。自分自身も関わってきたことがない中で、
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どういうふうにすると、ここの部分を広げるというか、具体的なところで関心を持た

せるためにはどんな方法があるのかな。広げていくことによって、また関心が高まっ

ていくのかなと思いながら、ここは読んでいたんですけれども。

（会長） ボッチャが 3％と、こんな簡単な楽しいスポーツが 3％と、だから、やったことが

ないというか、見ていないというか。ソフトボールもですけれども、いろんなことを、

もっと発信しなきゃいけない。毎回、審議会で議論するんですけど、ホームページと

かになってしまっていて、是非皆様のご賛同を得られれば、もちろんホームページと

か他課との連携とか良いんですけど、もう少し口コミだとか、もう少し生の声、例え

ば施設、私有地でも使っていいとか、そういう情報とか。それからあとは既存の団体

組織。世代交代というか、推進委員もこれからどんどん変わっていかなければいけな

いでしょうし、広がっていかなければいけないでしょうから、そういう点では、この

報告書を見て、できるとか、やってみたいとか、そういうきっかけにもなるはずなの

で。だから今これを受けて、特にない、無回答というのはすごく嫌で、これは、議事

録を見ていただければわかるんですけども、数年前、審議会で相当やったはずなんで

すけれども、結局オリンピック・パラリンピックが終わって、その関心がやっぱり上

がってこないとなると、都立の学校があるとか、いろいろ言っていながら、接点がな

かったりとか、防災でいろいろやったりとか、イベントがあったけれどもコロナで、

少し減っているとか、だからそういったものは、なんか仕掛けとして今回の計画に、

という具体的計画ではないかもしれませんが、そういうのを入れていかないと。障が

い者の割合が何％ですとか、結構この審議会でやったんですよね。スポーツを何％の

人がやっているとか。調べてみてください。わからないとか、関心がないと言われち

ゃうとか嫌ですよね。少なくとも、やや関心があるとかにしたいですよね。こういう

数値目標じゃないですけど、｢無関心をなくす｣みたいなことは、大事なのかな。他人

事になってしまっている。

（委員） うちのクラブでは、障がい者プログラムをやっているんですよ。ただやっている時

の最初の目標はバリアフリーというもので、障害がある人を集めようじゃなくて、あ

る人もない人も一緒に楽しむという。結果、いろいろやったんですけど、ボッチャが

一番いいなという結論にクラブとしては、一つ達しています。他にもいろいろなプロ

グラムで、スポーツ協会に加盟している種目の団体とかに指導をお願いした時に断ら

れるパターンもあるんですよ。理由がとても簡単で、「障害のある方に教えたことが

ないから。」だからインクルーシブ教育が全くなされていない環境で育ってきて、大

人になって。障害のある方と接する機会が日本人は、すごく少なくて隔たりがあると

いうのが、現場で動いていて間違いだと感じていて、まずはそこからだと思います。

なので来年、ボッチャの民間企業の助成金に申請を出したところで、シニア向けのボ

ッチャ、障がい者向けのボッチャ、学生向けのボッチャ、それぞれのプログラムを開

催して、大会をやった時に、結果的にバリアフリーになるように、仕向けて、やった

ことがある人たちを増やして、障害の有無とか関係なく募集をかけて、結果的にバリ

アフリーに落とし込んでしまおうとした時に、意外と全然じゃんみたいなところにク

ラブとしては、戦略を一つ立てたんですけど、あとは、それを行政がどう評価してく

れるかは、またやってみればわかるかなとか。うちの中ではそんなふうに、現実を踏

まえて、対策を打とうとしているところです。

（委員） 青少健の活動の中で、今、小学校低学年の子どもたちが、ドッジボール大会をやっ

ていて、年々すごい数で、1,000 人とか超えて参加しているのがあるんですけど、小

学生を巻き込んでではないですけど。その一つで、ボッチャというのは、可能なのか
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どうか。

（委員） 可能ですね。東京都全域で、ボッチャ教室を学校の依頼をうけて、やりに行ったり

とかしますが、すごい盛り上がります。小学一年生でも盛り上がります。

（委員） 幅広くできるんですね。

（委員） 結構、小さい子でも、そんなにルールの理解力が少なくても、足りない年齢でも、

結構理解できる。

（委員） 初期投資的にはどのくらいのものなんですか。道具を揃えるとか。

（委員） 道具が高いですね。1セット 4万円とか。

（委員） 借りることはできるんですか。

（委員） うちのクラブで、6セット揃えたので、貸し出しもできます。市でも、1セットで

も 2セットでも持っているようになれば、またそこも貸し出しができる。私立の高校

に貸し出したりしたこともある。

（委員） 自治会とかでもボッチャ大会をやろうとした時に、道具があればみんなで、できる

ことも可能ということですか。

（委員） 最近そういう相談をどこかの自治体からされて、少し斡旋をして、こちらで購入を

して渡した。自治会で購入されたところもありました。

（委員） ボッチャは屋外で行なうんですかね。

（委員） ボッチャは、基本屋内です。

（事務局） 今、ボッチャのお話しというところで、今、事務局の方にも、保有しているボッチ

ャのセットが何セットかありまして、障がい者施設とか、自治会の方にも貸し出しは

以前から行っておりますので、もしご要望があれば、言っていただければ、貸し出し

することは可能です。また放課後クラブにもボッチャを 1セットずつ貸出ししており

ますので。

（会長） この計画は成人の 70％ということを、こだわったときがあるんですけれども、こ

れからは、もうそういう小学校を巻き込む、障がい者を巻き込んで、将来の 70％。

それから成人年齢も 18歳になりましたので、どんどん幅広く。ボッチャだけじゃな

いと思いますけど、ボッチャは比較的、敷居が低いので、アスポルトが結構実績があ

ってプログラムとか考えていますけど、以前、そのときの議論が指導者にノウハウが

ないので、そういう障がい者スポーツの研修にスポーツ推進委員とか、派遣するとか

過去に議論をしたことがあって、ただそれも単発で、その推進委員が変わってしまっ

たときに引き継がれないというか、その場、その場になってしまうという問題。ここ

で今ご意見がありましたので、障がい者という括りが本当はなくなるくらい、なくな

ってしまえば、それこそ、バリアフリーとか何もないので、みんながやっている状態

になるでしょう。

（委員） 貸し出しとか、いろいろ手立てをしている割に広がっていない原因というのは、そ

の辺の何かあるんでしょうかね。

（委員） 昨日、午後に、あきる野市主催で、我々が主幹という形で、ボッチャ教室をやった

んですよ。障がい者向けという形だったんですけど、満員です。あまりたくさん来ら

れても、1コートに何人までと限度があるので、定員は設けますが、定員いっぱいで

したね。

（委員） そういうのとかも広報に載せてもらって、この大会がこんなに盛り上がったんです

よと。

（委員） 広報で告知はしていただいて、募集はあるけど結果報告がない。

（委員） ホームページとか見ると、いろいろ写真がでてきますけどね。もう 1つ、14ペー
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ジのところで、「スポーツをほとんどやらなかった理由」というのがあるんですけど、

逆に今もずっと続けている方たちのきっかけとなったこととか、どうしてずっと続け

ていられるのか、忙しいと言われている 30、40 代の方でも、50％の方がされている

ということはどんな工夫をされてというのは、ここにすぐ反映するわけではないんで

すけど、自分の中では思ったりしました。

（委員） 続けていくには、まとめてくださる方、指導者がいないと続いていかない。私達も

健康づくり推進委員の方で、自主活動的にやっています。それは、一応、市で学んだ

こと、教えてもらったことを地域に生かしていますが、それは、30 年近く先輩方が

やってきて、みんな続いているんですよ。誰かが主になってやってくれる人がいない

と、誰がどうなったかなど、バラバラになってしまう。一応やっているのは、推進委

員がまとめ役として、やらしてもらっているんですけどね。やはり中心となって、誰

かが引っ張っていかないと。駄目だと思います。

（委員） 自分で広報を見て応募するよりは、誰かに誘われて、やっている人から来ないと、

誘われた方が定着率も高かったりとかということですか。

（委員） やっぱり何だかんだ、ちょっとした指導講習じゃないですけど、あると、興味ある

方は、そういう所に行って、皆さんと一緒にできるのかなと思いますけどね。

（委員） 応募するというのが、ちょっと敷居が高かったりするところがあって、どんな人が

来るのかなとか。

（委員） 私たちは、リズム体操とか。リズム体操はずっと推進委員の先生が来て下さって講

習が昔はあったんですが、今はそういうのが、だんだん減ってきています。昔は、1

ヶ月に 1回くらいリズム体操の先生が来て下さって、それを教えていただき、それを

地域の人にやっていましたけどね。誰でもいいからそこに、中心になってくれる人、

1人必要ですね。

（委員） この前、あきる野スポーツカードをゲットしたんですね。本当に 1,000 円で 1,100

円分できる。利用も簡単だったんですね、チケット買わずに、ピッとやるだけで、確

かに文章には載っていたりもしたので、自分で調べに行ったから、そういうことがわ

かったんだけど、何もない所にもそういうところに、広告があったりすると、またハ

ードルが下がるのかなと自分の中ではそう思いました。

（会長） カードの発行枚数は、どこが把握しているんですか。

（事務局） 発行枚数は申請が出てきますので、そちらの方で確認はできます。

（会長） 発行枚数の目標はあるんですか。市民の 1割とか。

（事務局） 以前のカードが同じような、だいたいそれくらいの数は、見込んでおります。それ

以上になっていただければいいですね。

（会長） そうですね。カードが増えるということは、使う意識も高まる。

（委員） プリペイドカードだから、お金は戻りませんと言われたんですね。だからそこだけ

は使わなければと思う。

（委員） それはモチベーションになりますよ。

（委員） それは、載らないんですね。計画ではないからね。

（会長） あっても良いかもしれないですね。あれは、カードの名義は個人ですよね。だから、

家の中で、使い回す事が出来ないですよね。

（事務局） 個人ですので、同行者の方であれば、一緒に使える。ただし、貸借りは、基本的に

は禁止しておりますので。

（会長） 連れてきたら、ディスカウントされるとか、1人 200 円なんだけど 3人でも 200 円

でいいとか。利用者を多く増やせるなどの口コミもそうですが、続ける方法として、
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指導者とか、人の付き合いとか、あきる野らしさというのが、その辺りが、計画策定

からだいぶ経ったというのはあるんですけれども、声掛けをするとか、それから、こ

こにきてコロナでどの自治体もできていないですよね。だから計画書にはあまりアフ

ターコロナと書かれていないですけれども、やはり失われたものもあるので。例えば

運動会とか、企業でも急に盛り上がったとか、そういったことを再開するイベントと

か、そういったこともあります。例えばそういうカードの活用とかも、もしかしたら

あれば、また意見いただければと思います。

（委員） 43 ページ。総合型地域スポーツクラブ活動支援というところで、ホームページ等

で情報を発信しますとありますが、具体的にありますか。

（事務局） 当然連携をさせていただいて、その必要性とか、どういった内容のものとかという

部分は、相談させていただきながら、やっていければと考えております。

（委員） 具体的にどういった形で、ホームページに載せてもらえるかというところまでは進

んでいないということですか。

（事務局） そうですね。それはお話をさせていただいて、どういったものを望まれるのかとい

うこともあると思いますので、その辺のニーズを把握させていただいた上で、そうい

うお話を伺って、やっていきたいというふうに考えております。

（委員） それと、44 ページのトップアスリートとの連携というところで、「あきる野市在

住出身のトップアスリートと連携し」と書いてありますが、今、市の方で把握されて

いるトップアスリートというのは、具体的にどのような方がいらっしゃるか。

（事務局） 今は、森井選手、木村選手というところです。

（委員） それはオリンピアンということですかね。例えば、あるスポーツのプロだった選手

の方とかも、トップアスリートに入るんじゃないかと。また何て言うんですかね。競

技者としては、一流ではなかったのかもしれないけれども、指導者として、また、そ

のジャンルでいうと、名の通った方とかもいるのではないかと。そういった人たちの

ピックアップとかもしていった方がいいのではないかなと。例えば、うちのクラブの

テニスのコースですけど、そのご夫婦ともに元プロですね。そういった方とかもいる

ので、そういうところと連携して、イメージアップを図っていくのも、いいんじゃな

いのかな。そういったところをリストアップした方が良いのかなということと、あと

は、在住出身にとらわれず、そういう一流の選手を呼んで来るというのは、そういう

推進とか活性化といったところには、すごくプラスになるのかなと思っていて、それ

こそサッカーでいうと、ＦＣ東京とか、うち毎年やらせてもらっていますけど。ああ

いう団体というのは、逆に行政と繋がりを持って地域に根差したいというところで、

1クラブとのやり取りではなくて行政とやりたいと思っているので。あきる野市と、

そういうイベントを一つやっているんだということが、クラブの中で 1つの実績とし

て残っているので。そういったところを増やしていきたいと思う。トップアスリート

を抱えているクラブとかたくさんあると思いますので、そういったところと連携して

いけば、スポーツを推進しているというイメージアップが充分とれるのではないか。

これは市内だけじゃなくて、他市からも誰々が来るよとか、あきる野市でいうとオリ

ンピック関連のところで、二人があまりにも大きすぎるんですけど、トップの基準と

いうのも、もう少しハードルを下げて考えれば、おもしろいのかなと。メジャースポ

ーツじゃなくても良いのではないかと思います。

（会長） 現行でアンバサダーという事を計画に盛り込んで、それだけではなく、他の事もそ

うですが、現行で盛り込んでいて実現していないもの、それから、委員の皆さん方に

もそうやって 2人の名前がすぐ浮かぶということは、それは我々のとても大事ないい
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ところだと思うので、それはこれから、もっともっと大事にしていけばいいと思うん

ですけど、ただそれだけでは、やっぱり足らないというか、どんどん変わっていくと。

だから、例えば、森井さんが、今度現役を引退すると言った時に、我々はどうしてい

くのかというのは、実は木村さんの時にはできていないんですよ。だから要は、市か

らこれをお願いしていますということだけになっていて、本当にそれで何かやりたい

人が増えたのかとか、そういったところまで結びついていない。とりあえず 1階には、

物があり、身近にはいつでもいる。パブリックビューイングとかいいんですけども、

身近というのと、今のご意見というのは、もう少し具体的に何かアクションというか、

イベントでふれあうとか。そういったこともいいのかな。

（委員） 先程、ボッチャの話がでたので、スポーツ推進委員がやっているんですけれども、

この 9ページに書いてあるペタンクをやっていただけると良いな。ペタンクという競

技、ボッチャの原型のようなものです。フランス人はほとんどやります、ワインを飲

みながら、パンを食いながら、非常に優雅な競技です。それとは別に、外部指導員と

いう話がでていますが、私は、外部指導員です。東中学校、柔道部、外部指導員です。

これは、あくまでも東京都中学校体育連盟の許可を得てのものです。皆さんの言葉か

らする外部指導員が必要だ、外部の人が中学に入れば良いという考えが若干違うとい

う人がいる。あくまでも中体連の外部指導員というのは、学校を背負っていくような、

代わりという感じです。私は、東中学校柔道部の外部指導員をやってますが、私はそ

れで、他の中学校の外部指導員はできません。私の柔道場には、五日市中学校、増戸

中学校の生徒もいっぱい来ています。そういう子も教えています。だから、中体連と

いう組織の中で、大会に出るには、中学校の看板を背負わなくてはいけない。ですか

ら、私の道場に来ている子は、あきる野市柔道連盟の看板ではなく、東中学校の看板

を背負って大会に出るんです。これは、中体連の大会の場合です。アスポルトに頼ま

れて、アスポルトが中学校のサッカーが好きな子を集めて指導した場合、中体連に出

られるかというと、おそらく出られない。学校の部ではありませんから。アスポルト

という団体ですから。だから、その辺の皆さんの中学校の部活動に対するいろいろな

イメージを変えないと、今の現行の中体連と全中の試合に出るイメージとすると、あ

きる野市の中学校の子どもの運動をどう面倒を見ようか、外部指導員はどうしようか、

とにかく分けて考えないと実質指導できない。私は今、柔道連盟で 3団体程、中学校

を交えて指導しています。これは、もう部活動の問題です。どこも柔道部はありませ

んから。しかし、試合に出る時には全て引率になって、背中の看板は、あきる野市柔

道連盟ではなくて、五日市中学校、増戸中学校、東中学校ですから、外部の運動部活

動の地域移行という考えを、少し変えて、あきる野市はあきる野市の中で考えていく

とか、そうしないと、中体連に任せれば良いのではないかとか、中学校の部活動は、

中体連の外部指導員でいいのではないかとなってしまうと、おそらく、なんか混乱が

起きる。ＡさんがＢ中学校のサッカー部の外部指導員になったとする。Ａさんは、Ｂ

中学校のサッカー部の面倒を見れたとしても他は見れない。試合に引率していくのは、

あくまでもＢ中学校の生徒のみとなる訳です。そういうふうに、今は仕組みがなって

います。ですから中学校に 1名しかいませんけど、私が外部指導員になって、試合に

連れて行く、こういう状況なんです。ですから、そういうしっかりと内情を知って取

り組んでいかないと、外部のサッカークラブ、柔道クラブ、いろいろあるので、そこ

に頼めばいいと簡単に考えると、その後のそこで完結する部活動だけだったらいいで

すけど、中体連という試合もあります。それに勝ったら全国の中学校の大会、そうい

うところに行くには全て学校です。学校長のはんこがなければ出れませんから。
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（会長） この期の前の期の時に、学校の部活動の話も出たんですけれども、我々は、成人な

ので、学校は切り離すという方針の強い意識があったんですけれども。そういう事で

はなくて、今、推進委員の皆さん方の問題意識としては、支える人として、学校の部

活動がターゲットに入っているでしょうし。それから波及すると、生徒の保護者や地

域の自治会の広がりが出てくるので、見るというのもあるんですよね、だから、指導

者というのは、指導もあるけれども見ているんですよね。その皆様方に問題意識とし

て提示されたのは、しがらみというのはあるけれども、少し意識を変えて、もう少し

広く見ていきたいというようなご指摘でよろしいでしょうか。いろいろな意見が出て

きたところですけど、現行計画にあって、第 2次にないものについては、皆様方のご

意見を踏まえて、もう少し市民の方がわかりやすく、見てわかるように、というご指

摘だったと思います。個々の小さな種目とか、施設とか、そういったことも含めて、

もう少しわかりやすくしていく、ということがあると思います。それから、推進をや

ってきたわけですけれども、どうしても東京 2020 オリンピック・パラリンピックが

終わって、どうするかということですよね。それから、コロナとタイミングが重なり

ましたので、我々の意識として、今後、もう少し盛り上げるではなくて、さらにレベ

ルを上げていかないといけない。次の 9年をどうするのか、かなり長丁場になります

が、現行の事務局案が素晴らしいと思いますので、皆様方のご意見を踏まえて、次回

までに修正をお願いして、その期間中にまた、ご意見をいただければと思いますので、

是非、ご意見をひき続きお願いしたいと思います。

（委員） 手短に、複数申し上げます。支える人材の育成のところで、推進委員とか、地域ス

ポーツ指導者、パラスポーツ指導者の育成など、いろいろ書いてあるんですけど。指

定管理者との連携とかも書けないかと思いました。現在、3つの施設で同じ指定管理

者になっていて、自主プログラムを開催しているんですよね。今日、秋川体育館に、

インタビューさせてもらったら、あくまで自分たちでこういうのをやろうかなと思っ

て、市に情報を渡してやっていると。市として、こういう世代をターゲットにした、

こういうプログラムはできないかとか。そういう連携をとれたらいいんじゃないかな

と思いつつ、ここのところに、指定管理者との連携、支えるというところに入ってき

てもいいんじゃないのかなと思いました。このところにその報告があっても、指定管

理制度が 3つの場所で活用されているということは、結構大きな部分を占めているも

のだと思うので、そんな気持ちがあります。それから、障がい者に関する共生社会の

実現というところで、基本目標の 1つになったというか、昇格したという。なので、

ここは今まで以上に、市としても本腰を入れてやるのかなというメッセージを勝手に

感じています。そうなると、具体的に例えば指導者の育成としても、人材育成として

本当に指導者さえ育成すればいいのか。或いはパラスポーツを普及振興するような、

ただ指導するだけではなくて、どうやって広げていくかということも戦略を立てる人

材がいないと、まだいけないジャンルだと思っているので、まだまだ認知度が低いと

いうところも考えて、そういう人材も作らなければいけないし、手伝ってくれる人で

すよね。あと単純に指導者ではないけど、手伝ってくれる方とかっていうのを、育成

していかなきゃいけないとか。人材育成とか言っても結構僕の中では 3つぐらいパタ

ーンがある。というふうに、現場を見てきて思っていますので、その辺も是非、抽象

的な一言に、もし可能なら具体的な言葉を入れると、逆に計画の実行がしやすいかな

というふうに思いました。あと最後に、43 ページか。統合型地域スポーツクラブ活

動の活動支援というところで、最初の現行の推進計画の文言と大きく表現が変わった

と思います。本当に今の現行のやつは、「双方のクラブやスポーツのハブ拠点になる
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ような支援を行います」という言葉が使われていて、国の総合型政策としても、本当

に、医療費の抑制のためにスポーツを広げるとか、種目の壁をなくしていくこと、年

代の壁をなくしていくことで、新しいコミュニティーづくりにスポーツを活用すると

か、その辺があるのでハブ拠点になるのは時間の掛かることなんですけど、1次計画

では、そういう時間の掛かる目標が記載されていて、逆に 2次になると記載されなく

なるというのはどうかなと。どっちかというと長期的な目標になってくるので、文言

を残していただけた方がいいのかなと、現時点では、まだハブ拠点になりきれていな

いというふうにそう思う。お互いにそう思っています、そういう方向に目指していか

なければいけないというふうに思っていますので、その辺を検討していただけたらと

以上です。

（会長） ありがとうございます。全体として、わかりにくいという話と、それから進捗が見

えないというか、1次計画で、中間評価の時に事業の評価をしたはずなんですけど、

そのファイナルで落ちていないんですね。だからハブ拠点になったというのがわかれ

ば、今のご指摘は、次の段階にいける。まちづくりとか歩きたくなるとか、うたって

いるんですけど、歩いていない人がほとんどみたい。だから、例えば指定管理の話も

そうなんですけれども、あきる野らしさみたいなものをどういうふうに出すのかとい

うのは、我々はいろいろ議論して、それを実現するというときに、多分この報告書な

り計画書を見るはずなので、だからそれを見て、新しい事業とか、計画していただい

て、逆に言うと総合型地域スポーツクラブの 2人が、地域で展開するときに、同じ部

分は計画書に書かれているかもしれないけれども、地域の特性で、違う場合が起これ

ば、1つの自治体に 2つあるということは、なかなかないケースですので、それが、

メリットになりますので、そういうふうになっていければいいかなと思います。そう

いう意味では、まだまだ抜けがある部分もあるかもしれませんが、引き続き、よろし

くお願いします。

４ そ の 他

５ 閉 会 副会長


